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要 旨

本研究は, 小学校第３学年の音楽科における鑑賞の学習として, 金管楽器を題材に取り上げ

た授業実践に基づくものである｡ [共通事項] の音楽を形づくっている要素として ｢音色｣ に

着目し, 金管楽器の音の出るしくみについて児童が体験する活動を糸口に, 金管楽器の音色の

よさや美しさを味わって聴く学習の試案を提示した｡ これは, 著者 (松本) が島根大学教育学

部の1000時間体験の一環として松江市立内中原小学校において４年間にわたり行なってきた金

管バンド指導の経験をもとに着想し, 島根大学大学院教育学研究科の ｢学校教育実践研究｣ と

して島根大学教育学部附属小学校で音楽科の題材化を試みたものである｡

キーワード 金管楽器, 音色, [共通事項], 鑑賞, 音の出るしくみ

Ⅰ はじめに

本稿は, 小学校音楽科における鑑賞の学習に関わり, 金管楽器の音色と音の出るしくみに焦

点を絞って行なった教材開発と授業実践をもとに, その学習や指導法の在り方と可能性を考察

したものである｡

松本は, 島根大学教育学部でトランペットを専攻した｡ その間, 金管楽器専攻生有志と金管

五重奏のグループを編成し, 島根県内の様々な小学校, 中学校に音楽鑑賞教室に赴き, 児童,

生徒に金管楽器の紹介をしてきた｡ そうした経験のなかで, 金管楽器の ｢音の出るしくみ｣ と

いうものが, 児童・生徒にあまり理解されていないことを認識した｡ 音楽鑑賞教室を重ねるう

ちに, 児童・生徒が金管楽器について学習する際に, 金管楽器の音や種類を知るだけでなく,

金管楽器の音の出るしくみを知り, 楽器の演奏を体験することで金管楽器の聴き方や見方が変

わってくることがわかった｡

また, 松本は, 松江市立内中原小学校で４年間にわたって, 課外活動のひとつである金管バ

ンドの演奏指導を行なってきた｡ これは島根大学教育学部の ｢1000時間体験｣ の一環として行

なってきたもので, 地域の学校に出向き, 専門性を生かして児童の課外活動の支援を行なうと
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いう趣旨によるものである｡ 同校の金管バンドは, トランペット, アルトホルン, トロンボー

ン, ユーフォニウム, テューバとパーカッションで構成されており, 希望者40名程度が所属し

ている｡ 複数の金管楽器の指導を並行して行なうなかで, 金管楽器の音の出るしくみ及び奏法

が基本的に同じであることに着目し, それぞれの楽器の音色の特徴に気づき, 味わいながら,

アンサンブルを行なうことが, 児童にとって重要であることを認識した｡

このような２つの経験を生かして, 島根大学大学院教育学研究科の ｢教育実践研究｣ では,

島根大学教育学部附属小学校における音楽科の授業において, 金管楽器の音色と音の出るしく

みを題材化した授業実践を試みた｡ 本稿での松本の執筆担当箇所は, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳである｡

藤井は拙稿で, 教師の専門性を生かした教材研究の在り方について, ライフワークとしての

教材研究のテーマを, 学部における研究や実践活動, また, 大学院の修士論文のテーマに求め

ることを提言してきた (藤井 2010)｡ また, 音楽科教育担当者として, 改訂・学習指導要領に

おける [共通事項] の取り上げ方や鑑賞における評価の観点について, 事例研究を行なってい

る｡ ここでは, 共同研究者及び指導教員の立場から, 松本の授業実践に随時助言を行なうとと

もに, 本研究の意義と課題について考察した｡ 藤井の執筆担当箇所は, Ⅰ, Ⅴである｡

Ⅱ 小学校において金管楽器に接する機会

小学校において, 児童が金管楽器に接する機会として, 金管バンドがある｡ 上述のように,

松本は, 松江市立内中原小学校で金管バンドクラブの指導をしてきたが, 金管楽器のアンサン

ブルに取り組む児童・生徒に接しながら, 金管楽器の効果的な指導法に関心をはらってきた｡

また, 大学や地域の方と金管アンサンブルを組んで, 県内各地の小学校へ音楽鑑賞教室に赴く

なかで, その都度, 金管楽器の音色のよさや音の出るしくみを伝える方法を模索してきた｡

島根大学音楽教育専攻でおこなう音楽鑑賞教室では楽器紹介をすることが恒例となっている｡

ここでは, 楽器の名前を知っていたり, 楽器の音を聴いたことがあったりするなど, 児童によっ

て経験や知識は, さまざまであるが, 概ね, 教科書にあるような楽器の情報について知ってい

る場合が多い｡ ただ, ｢楽器の音の出るしくみ｣ となるとすぐに正解が出ることは少ない｡ 金

管バンドに所属している児童でさえも言葉で説明するとなると思い浮かんでこないことがある｡

すなわち, 児童のほとんどが音の出る原理については知らないといってよい｡

このような活動を基盤に, この度, 音楽科の授業において, 金管楽器を題材化する試みに至っ

た｡ 松本のこれまでの活動, 問題意識と, 本研究の関係性は, 次のように図式化できる｡
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本研究は, 児童が金管楽器のしくみや構造の学習を通して, 音色について, より具体的なイ

メージをもつための教材開発をめざすものである｡ 小学校音楽科の学習における金管楽器は,

演奏して表現の技能を養うためではなく, 鑑賞において取り扱われるべきものと考える｡ しか

し, 鑑賞は音を聴くだけではなく, 体を動かしたり, 空気を感じたりすることで, 児童にとっ

て, より主体的な活動に発展させることが可能である｡

そこで, 本研究では, 金管楽器を特徴付ける要素として, [共通事項] にも含まれる ｢音色｣

とそれを裏付ける ｢音の出るしくみ｣ に注目した｡

実際に楽器を吹いてみたり, 児童の自発的な質問に教師が実演を伴って応えたりして授業を

進めることとした｡ そして, 唇や体の振動というようなフィジカルな感覚をもって, 主体的に

鑑賞に取り組むことができるように工夫した｡

Ⅲ 小学校音楽科における ｢金管楽器｣ の学習

１. 小学校音楽科における ｢金管楽器｣ の学習の位置付けについて

小学校の音楽科において, ｢金管楽器｣ を題材として取り上げる場合, 2008年改訂の学習指

導要領では第３学年及び第４学年のＢ鑑賞の領域の以下の部分が該当する｡

｢楽器や人の声による演奏表現の違いを感じ取りやすい, 独奏, 重奏, 独唱, 重唱を含めた

いろいろな演奏形態による楽曲｣ (文部科学省 2008：90)

この部分の事項の解説には以下のように示してある｡

｢児童がいろいろな演奏形態に親しみ, 楽器の音や人の声の特徴及び演奏の魅力を感じ取れ

るような教材を選択するための観点である｡ 具体的には, 管楽器, 弦楽器, 打楽器などの楽器

による独奏曲や重奏曲, 独唱曲や重唱曲など, 演奏への興味をもたせることができる楽曲を教

材として選択することが大切である｡｣ (文部科学省 2008：48)

学習指導要領解説には ｢管楽器｣ とは示されているが, ｢金管楽器｣ と具体的に示されてい

るわけではない｡ しかし, 教科書では, ３学年もしくは４学年で取り扱われている｡ 教科書に

は, 主にトランペット, トロンボーン, フレンチホルン, テューバの４種類の金管楽器が紹介

されており, 楽器の写真とその代表曲が組み合わせて紹介されていたり, 同じ楽器で雰囲気の

違う曲を聞き比べさせたりするなど, 鑑賞の教材として扱われている｡ また, 2011年度から使

用予定の教育芸術社の教科書には, 金管楽器の ｢音の出るしくみ｣ についても記述されている

(小原ほか 2011：66‐67)｡

金管楽器による教材曲を鑑賞する場合, 教師や学校によって様々であるが, 録音・映像資料

を視聴して学習するというスタイルが多いように見受けられる｡ また, 芸術鑑賞会や音楽鑑賞

教室などで演奏される機会を利用して, 金管楽器の学習につなげている授業もある (例えば,

河添 2003)｡

しかし, 実際に金管楽器そのものを用いて, 授業をおこなっている事例は少ない｡ その理由

― 95 ―



松本 進乃助 藤井 浩基

に, 楽器の問題がある｡ 金管バンドクラブがあるような学校であれば, 多少, 数が少なくても

楽器を用意することは可能であるが, 必ずしも金管楽器がそろっている学校ばかりではない｡

次に挙げられる問題として, 教師の金管楽器に対する意識の問題がある｡ この問題について,

竹内 (2006) は次のように指摘する｡

｢管・打楽器活動は特別な児童・生徒たちのための特別な活動ではないはずであるし, そう

であってはならない｡ しかし, 多くの場合, 学校教育における管・打楽器活動は, やや特別視

された存在となっているようである｡｣ (竹内 2006：105)

こういった意識には, 教師の経験が大いに関係していると思われる｡ 金管楽器を専攻したり,

吹奏楽やオーケストラで金管楽器を担当したりしてきた教師であれば, その経験を活かし, 実

演も可能である｡ しかし, そうでない場合は, 金管楽器を体験させるときの手本となる水準の

スキルを身につけなければ, 授業では扱いにくい｡ それは他の楽器でも同様なことがいえるが,

いずれにしても, 音楽科の授業において, 金管楽器が扱われにくいという現状は否定できない｡

２. 小学校音楽科における金管楽器の題材化の意義

金管楽器は, 鑑賞教材として可能性の大きい楽器である｡ 松本は, 授業における題材化のきっ

かけを, 上述した金管バンドの指導経験から見出した｡ 松江市立内中原小学校での金管バンド

指導では, 児童に対して, 合奏指導や演奏技術指導を中心に行ってきた｡ 本研究に関する ｢音

の出るしくみ｣ は, 特に新入部員への技術指導の場面で教えることが多かった｡

同校では, 新入部員はどんな楽器でも, 必ず, はじめにマウスピースでのバズィング練習を

おこなっている｡ 児童は, マウスピースのバズィングができるようになるまでは, 楽器にマウ

スピースをつける機会は少ない｡ それは, 児童が音を出すときに ｢唇が振動して音が鳴ってい

る｣ ということを知っていることが, 今後の児童の日々の練習に関わってくるからである｡ 金

管楽器の演奏において ｢唇の無理なプレス｣ や ｢非効率的な振動 (息漏れ等)｣ は, 演奏上の

問題として扱われており, 児童によくある演奏の支障でもある｡ このような問題は, 無理な唇

の振動で音質を悪くしたり, 音程のコントロールを困難にする原因になる｡ 松本は, こうした

問題を回避するために児童に ｢良い振動｣ が ｢良い音｣ をつくるということに, 特に留意して

指導してきた｡ 新入部員は, 多い時で10人以上になるが, ここでバズィンクを示すと児童の理

解は非常に速い｡ 児童は説明を聞くよりも, 実演を見て真似することのほうが, はるかにのみ

こみが早いため, 多くの人数に一度で方法を示すときに有効な手段としてバズィングを実践し

てきた｡ しかし, 金管バンドでは, 体験することはあっても, 言葉で表したり, 説明したりす

ることは多くはなく, 学習のための方法よりも指導のための方法として活用してきた｡

本研究では, こうした指導経験の中での児童の気づきや演奏技術の向上に基づいた体験活動

を取り入れ, 題材としている｡ そして, 金管バンドの指導にはない新たな視点として, 体験で

感じたことを言葉で説明することを授業の主な内容として取り扱うことができた｡

ここで先行研究から, 小学校の音楽の授業において金管楽器を取りいれた活動の意義につい

て, 跡づけてみたい｡ 竹内；平田 (2007) は, 次のように述べている｡
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｢小学校における授業内管の活動は極めて教育的意義が高いといえる｡ その理由は次の４点

に集約できると考えている｡

① ほとんどの児童が同時に学習をスタートすることができる

② 楽器演奏に対する児童の意欲を高めることができる

③ 楽器選択の幅が広く, それにより児童の好みや能力に合った楽器を選択できる

④ 金管楽器のすべてがほぼ同一の奏法で演奏できるため, 指導がし易い｣ (竹内；平田 2007：

161‐162)

また, 吉田 (2008) は, 管楽器として特に金管楽器を取り上げる意義を ｢木管楽器｣ と比較

して, 次のように述べている｡

｢『木管楽器』 ではなく 『金管楽器』 を取り入れる理由

① いくつかの種類があっても奏法は同じなので指導しやすく, 児童にとっては自分にあった

楽器を自由に選ぶことができる｡

② 表現力豊かな楽器であり, 合奏するとダイナミックで豊かなハーモニーに浸ることができ

る｡｣ (吉田 2008)

２つの先行研究に共通している視点は, ｢奏法が同じである｣ ということである｡ つまり,

｢音の出るしくみ｣ について学ぶことは金管楽器を体験するうえで欠かせないことであると言

える｡

こういった指導例として金管楽器があげられる所以は, 下記に示すような金管楽器の特徴に

依拠していると考えられる｡

・それぞれ形にはっきりとした特徴がある (トロンボーンのスライド, ホルンの管の巻き,

トランペットとテューバの大きさの違い等)

・形に伴って, 音色や音の高低が変わっている

・児童の興味・関心をもたせやすい

・音色の違いがわかりやすい

・楽器の種類の多さから児童のお気に入りの選択肢が多い

金管楽器は視覚的にも聴覚的にもその違いがはっきりしており, さらにわかりやすさや知名

度から児童も興味をもって取り組める｡ また, 指導例にもあげられるように [共通事項] を有

効に活用するためにもこういった特徴は, 器楽の学習をより深く, わかりやすくおこなうため

に非常に有効であり, 授業の教材としても教育的意義の高いものであるといえる｡

３. [共通事項] と小学校音楽科における金管楽器の学習

改訂・学習指導要領で新たに示された [共通事項] は, 音色, リズム, 旋律などの音楽を形

づくっている要素に関する指導内容として, 表現及び鑑賞の両領域の能力を育成する上で, 共

通に必要とされているものである｡ これからの学習指導では, この [共通事項] を学習の支え
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としながら, 鑑賞の領域では, 楽曲の特徴や演奏のよさなどを考えて, 味わって聴くことがで

きるようにすることが求められている (津田 2010：23)｡

本研究では, [共通事項] のうち, 事項アの ｢音楽を形づくっている要素｣ から, 特に ｢音

色｣ に着目した｡ 音楽科の評価の観点のひとつである ｢鑑賞の能力｣ では, ｢音楽を形づくっ

ている要素を聴き取り, それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら, 楽曲の

特徴や演奏のよさなどを考え, 味わって聴いている｣ という趣旨が示されている｡

また, 国立教育政策研究所教育課程研究センターが2002年２月に発行した 『評価規準の作成,

評価方法の工夫改善のための参考資料 (小学校)』 では, ３・４学年の ｢鑑賞の能力｣ の評価

規準の具体例として, ｢個々の楽器あるいは同じ仲間の楽器の音色や人の声の特徴を感じ取っ

て聴く｣ と示されていた (国立教育政策研究所教育課程研究センター 2002：10)｡ [共通事項]

が新設される前ではあるが, 授業の着想を得る上では, 参考にしてよいと思われる｡

Ⅲ－２でふれたように, 金管楽器は奏法や発音のしくみは基本的に同じで, いわゆる ｢同じ

仲間｣ でありながら, 楽器の種類, 大小, 形態, 構造等によって, 音色が変わり, かつその違

いがわかりやすいことが, 教材としての特徴のひとつである｡

このような特徴を生かして, 最近, [共通事項] の ｢音色｣ に着目し, 金管楽器を用いたす

ぐれた実践事例が紹介されるようになってきている｡

最も新しいところでは, 国立教育政策研究所が公開した ｢言語活動の充実に関する指導事例

集【小学校版】｣ に金管楽器を用いた授業事例が含まれている｡ ｢感じ取ったことを絵やデザ

インなどで表し, 感受の根拠を言葉で伝え合う事例｣ として, ｢いろいろ音の色～金管楽器の

音色～｣ という題材名で, [共通事項] の音楽を形づくっている要素のうち ｢音色｣ に焦点を

絞ったものである｡ ここでは, トランペットとテューバ, ホルンやトロンボーンといった大き

さやかたちが異なる2つの楽器を比較して, 言語活動と関連付けようと試みられている｡

ＤＶＤ 『小学校音楽鑑賞実践指導事例集 ３年生用』 でも, 金管楽器の映像による鑑賞を学

習に応用している指導例として, ２つの実践が紹介されている｡ 石井ゆきこの実践では, ｢ト

ランペット吹きの休日｣ でメロディーラインを図式化して, その図をもとに模擬演奏をおこなっ

ているところが特徴的であった｡ 米原大司の実践では, 楽器の音色に注目してどんな楽器が使

われているのかを考えさせることを中心とした授業を展開していた｡ ２つの事例とも, [共通

事項] の音楽を形づくっている要素としては, ｢音の重なり｣ と ｢音色｣ がおもに取り上げら

れている｡

Ⅳ ｢金管楽器｣ を題材とした授業実践

日 時： [３年２組] 平成22年12月10日 (金) ５校時, 12月17日 (金) ５校時

[３年１組] 平成22年12月13日 (月) １校時, 12月16日 (木) ５校時

[合 同] 平成22年12月17日 (金) ５校時

題 材 名： ｢金かんがっきのひみつ｣

目 標：金管楽器の仕組みに関心をもたせ, 金管楽器の音色を感じ取ることのできる能

力を養うこと
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対象学級：島根大学教育学部附属小学校３年１組, ３年２組

場 所：附属小学校音楽室 (１時間目・２時間目), 集会室 (３時間目)

授 業 者：松本 進乃助 (全時間), 島根大学金管五重奏団 (３時間目のみ)

附属小学校指導教員：神門洋子教諭

１. 学級について

本研究は島根大学教育学部附属小学校３年１組を対象におこなった｡ 学校には金管バンドク

ラブはなく, 文化系のクラブは, 合唱と造形の２つがある｡ 学校にある金管楽器は, トランペッ

トとトロンボーンが各一本ずつある｡ 児童は, ３年生が年に一度, 島根大学教育学部音楽教育

専攻生のおこなう金管アンサンブルによる音楽鑑賞教室で金管楽器に触れる機会がある｡ しか

し, それ以外ではなかなか金管楽器を間近に見る機会も少ない｡ そのため, 金管楽器に関する

知識や経験が少なく, 児童全員が同じスタートラインからはじめることができる｡

学級は男子15名, 女子15名の計30名で構成されている｡ 授業の中では, 元気に活動したり,

積極的に挙手したり, と明るく活気のあるクラスである｡ 中には, ピアノなどの楽器を習って

いる児童もおり, 音楽の授業に対しても前向きな態度で臨んでいる｡ リコーダー検定では, 自

分の課題としている曲に何度も挑戦していた｡ できないところは積極的に先生に尋ねていたり,

できている友達からアドバイスをもらったりするなど, 一生懸命に取り組み, 最後には, ほと

んどの児童が自分の課題をクリアしていた｡

２. 授業計画と評価

― 99 ―

＜評価の観点と評価規準＞

ア 音楽への関心・意欲・態度 イ 音楽表現の創意工夫 ウ 音楽表現の技能 エ 鑑賞の能力

歌 唱

器 楽 ○

創 作

鑑 賞 ○ ○

＜題材に即した具体の評価規準＞

ア 音楽への関心・
意欲・態度 エ 鑑賞の能力

題
材
の
評
価
規
準

金管楽器について関
心をもち, 音が鳴っ
たり変わったりする
しくみの学習に進ん
で取り組もうとして
いる｡

金管楽器の音が出る
しくみを理解し, 金
管楽器の特徴を感受
しながら, 金管楽器
の音色を味わって聴
いている｡

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

・金管楽器の音が出
る方法に関心をもち,
鑑賞の学習に自ら取
り組もうとする｡
・マウスピースやホー
スラッパが鳴るよう
に, 自ら取り組もう
としている｡

・金管楽器の音を自
分のイメージから文
やオノマトペを使っ
てワークシートに表
現している｡
・音の出るしくみを
金管楽器の音のイメー
ジに結び付けて聴い
ている｡

＜題材の指導と評価計画＞

次(時) ね ら い 評価 評価の方法

１
次
２

金管楽器の ｢仕組み｣
について考える

＜おもな学習活動＞
・鑑賞
・ワークシート
・実演 (問いかけ)
・楽器体験

エ

ア

ワークシート

取り組みの姿勢

２
次
１

金管楽器の音楽を味わう

＜おもな学習活動＞
・金管五重奏による
音楽鑑賞教室
・楽器当てクイズ
・ワークシート エ ワークシート
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＜指導の流れ＞

本題材では, [共通事項] の課題設定として音楽を形づくっている要素のうちの ｢音色｣ に

着目して, 児童の音色に対する感覚 (聴こえ方) の変化をねらいとする｡

第１次 ｢金管楽器の仕組み｣ と ｢金管楽器の音色｣

・DVDの視聴をおこない, 金管楽器の演奏を聴かせて, 児童に金管楽器の響きや楽器に対す

るイメージをワークシートに記入させ, 何も知らない状態で児童が金管楽器の音をどのように

とらえるのかを把握する｡

・金管楽器は, 唇を合わせ, 息を流すことによって振動を

起こし, 音が出ることを児童に気づかせる｡ これは専門用

語ではバズィングと言い, 金管楽器の演奏の基本となる原

理であるが, 授業では ｢唇を震わせる｣ という表現に留め

る｡ 金管楽器を演奏する奏者がこのようなことをしている

ことは, 児童にとって, なかなか予想できないことである｡

このことを全くわからない段階から, 教師が実演をおこな

い, マウスピースと言うパーツのみでのバズィング, 唇の

みでのバズィング, というふうにして音の実態を少しずつ

原理に近づけ, 音が出る原理に気づかせる｡

・金管楽器は, 一つの管の長さで様々な音を鳴らすことが

でき, それらの倍音に従って音を移動させていることを児

童に気づかせる｡ ｢トランペットはボタンが３つしかないの

にたくさんの音が出るのはなぜだろう？｣ という問いかけ

から, この教具を使って, ボタンのないホースラッパを児

童に吹かせて考えさせ, 金管楽器における倍音というもの

の理解を深めていく｡ ここでは, 倍音の原理についてまで

踏みこまない｡

第２次 ｢金管楽器の音楽｣

・児童に金管五重奏の演奏を聞かせる｡ 今までの授業内容を振り返りながら金管五重奏による

演奏を聴かせ, ４種類の代表的な楽器をそれぞれ, 紹介したり, クイズを出したりして, 各楽

器の響きや金管アンサンブル全体の響きを味わう｡ 鑑賞後は, 金管楽器がどのように聞こえた

か, それぞれの金管楽器の特徴はどんなところか, というようなことを中心に児童にワークシー

トを書かせる｡

３. 教具について

今回, 体験活動で使用した教具はマウスピースとホースラッパである｡ それぞれ, 授業では,

体験活動をペア学習でおこなったため, 一学級あたりの児童数の半数の15本を用意した｡ 吹き

口を共有するため, 児童にはそれぞれ抗菌ウェットティッシュを配り, 自分の体験時に使用す

るように呼び掛けた｡ ホースラッパは, じょうご, ビニールホース, マウスピースを連結させ

て作成した｡ プラスティックマウスピースを使えば１本あたり1000円程度でできる｡ 今回は,
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音の変え方の学習をおこなったので, どのくらいの長さが適しているのか調べるため, 様々な

長さで試したところ, 長すぎると倍音が増えすぎて音の変わり目がわかりにくく, 短すぎると

倍音間の距離が広すぎて音の移行が難しくなることがわかった｡ 今回は, トランペット用マウ

スピースを使用し, そのマウスピースに対して, 容易に音が変わる１メートル20センチ程度の

ものを使用した｡

４. 授業実践と考察

― １時間目 ―

目標： ｢金かんがっきの音はどうやったらでるのかな？｣

― ワークシート ―

※１時間目はワークシートの右側 (｢どうやって音を出してる？｣) を用いて学習した｡
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時 活動計画 教師の支援

０

５
３

２

10

20

５

○金管楽器の音を聴いてみる｡
○金管楽器のイメージをワークシートに記
入する｡

○本時の課題を知る｡

金かんがっきの音はどうやったらでるの
かな？

○金管楽器の音がどのように鳴っているの
か考える｡

○マウスピースを使ってバズィングを体験
する｡

○わかったことをワークシートに書く｡

・男子を後ろ, 女子を前に六列に並ばせて, ペアの人を確認
するために一度, 手をつながせる｡
・ＤＶＤで金管アンサンブル ｢茶つみ｣ を聴かせる｡
・ワークシート①を配る｡
・今の自分の金管楽器のイメージをワークシート①に記入さ
せる｡
・発表させる｡
・本時の課題を板書する｡

・トランペットを演奏し, デモンストレーションをしながら,
楽器の鳴る仕組みを明らかにしていく｡
・児童が発見したことを板書する｡
・マウスピースを配り, 二人一組になって挑戦させる｡
・一人当たりの挑戦時間を決め, 平等に練習できるようにす
る｡
※音だしをしていない児童は, 挑戦している児童にアドバイ
スをさせる｡
※音の出ない児童には, 唇の振動に注目するような助言を促
す｡
・ワークシートを配り, 今日の授業を簡単に振り返る｡
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考察

マウスピースを使ったバズィングは, 素直な感覚を持つ３年生ならば直感でできてしまった

りするが教師のデモンストレーションを先におこなうことで, 体験活動のなかに ｢理解｣ が生

じることがわかった｡ 特に, 児童の感覚の表現の仕方に変化が見られていた｡ 始めは, オノマ

トペを多用して自分の感じたことを表現していたが, だんだんと論理的な説明をするようになっ

ていた｡

― ２時間目 ―

目標： ｢金かんがっきの音が変わるひみつをみつけよう｡｣

― ワークシート ―

※２時間目では, １時間目で使用したワークシートの左側を学習に用いた｡
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時 活動計画 教師の支援

０

８

２

20

15

○前回の学習内容を振り返る

○本時の課題を知る｡

・金かんがっき音が変わ
るひみつをみつけよう｡

○ホースラッパを使って
倍音を体験する｡

○今日の振り返りをする｡

・男子を後ろ, 女子を前に六列に並ばせて, ペアの人を確認するために一
度, 手をつながせる｡
・前回, 児童が書いた意見をまとめた模造紙を使って書いた意見を振り返
る｡

・代表の児童にトランペットを吹かせ, 教師も同じ運指の違う音でトラン
ペットを吹き, 運指が同じでも違う音がでることに気づかせる｡
・マウスピースではどうなっているのか教師が示す｡
・本時の課題を板書する｡
・ホースラッパで倍音の仕組みを実演する｡
・ホースラッパを配り, 二人一組になって挑戦させる｡
・お手本になれそうな児童がいたら, みんなの前で吹かせる｡
・二人が見つけたことを発表させる｡
※ホースラッパを吹いていない児童にも一緒に考えるよう促す｡
・ワークシートを配り, 左の部分 (トランペットの部分) にどうやって音
の高さが変わるのか書かせる｡
・書いたことを発表させる｡
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考察

１時間目の学習から今度は, 児童の学びから発展させてホースラッパにつなげた｡ 児童は体

験活動の中から自分たちで音が変わるひみつを探すことができた｡ １時間目と比較すると児童

がより主体的にかかわることができた｡ また, 秘密に関するキーワードが体験活動から出てく

ることで, より深い思考ができていると考えられた｡ また, 逆に, 授業をしてみて, 金管バン

ド指導におけるホースラッパの可能性に気づくことができた｡ ホースラッパで学ぶ倍音間の移

動は, 児童にとって感得しにくい技術の一つである｡ 授業のために使用したホースラッパを,

倍音に移る感覚を養うために金管バンドで使用することは非常に効果的指導法であると考えら

れる｡

― ３時間目 ―

本時の目標： ｢いろいろなしゅるいの金かんがっきのイイところってなんだろう｣

― ワークシート ―
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時 活動計画 教師の支援

２
２

３
10

５
10

８

５

○前回の振り返り

○演奏者入場

○１曲目 (宇宙戦艦ヤマト) 演奏
○演奏者・楽器紹介

○２曲目 (この木なんの木) 演奏
○楽器当てクイズ
・トランペット
・ホルン

○４曲目 (となりのトトロメドレー) 演奏

○今日の振り返り

・前回までの学習内容をまとめたものを貼り, 学習内容を振
り返させる｡
・演奏者を拍手で迎えさせる｡
・鑑賞のしかたを児童に伝える

・それぞれの楽器が簡単に演奏して, 音を聴かせる｡
・楽器の音を聴いて, それぞれの楽器の音がどんな音に聞こ
えたか答えさせる｡
・どの楽器がメロディーを吹いているか注意して聴くよう呼
びかける｡
・演奏者の前にカーテンをおいて, 演奏する｡
・どの楽器の音か手を挙げさせる

・歌詞を貼って, メドレーのなかの ｢さんぽ｣ を演奏にあわ
せて歌わせる
・今日の振り返りを児童に発表させる
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考察

マウスピースやホースラッパを学習して, アンサンブルを聴いたので音色だけじゃなく音が

出る仕組みや楽器の形にも注目して聴けていた｡ また, ワークシートも音色や役割, 楽器の構

造の特徴, 音の高低など, いろいろな視点を持って書けていた｡ 演奏中にじっと耳を澄まして

聴く様子や楽器紹介のときの楽器を見る目から, 児童のいろいろな感覚に対する集中力や興味・

関心の高さがうかがえた｡

Ⅴ おわりに

以上, 小学校音楽科における鑑賞の学習として, 金管楽器の音色と音の出る仕組みに焦点を

絞った教材開発と授業実践をもとに, その学習や指導法の在り方と可能性を考察してきた｡

その結果, 大きく以下の２点について, 成果を確認することができた｡

第一に, 小学校音楽科において金管楽器について学習する際の題材化の試案を提示した｡ 金

管楽器の学習については, 学習指導要領では特に具体的な記述はないが, 教科書では中学年の

鑑賞の教材として取り上げられており, 本研究でも３学年を対象に教材開発と授業実践を行なっ

た｡ [共通事項] の音楽を形づくっている要素のひとつとして ｢音色｣ に着目し, バズィング

やホースラッパを用いて体験的な活動を取り入れて, 金管楽器の音の出る仕組みを糸口に, 音

色のよさや美しさを味わって聴く活動につなげていくことができた｡

第二に, 松本が島根大学教育学部で1000時間体験として行なってきた松江市立内中原小学校

での金管バンドの指導経験をもとに, 島根大学大学院教育学研究科では ｢学校教育実践研究｣

として, 小学校音楽科の授業に金管楽器を題材化することができた｡ 松本自身の専門性を生か

した課外活動での音楽の体験活動が, 教科としての授業実践への発想を着実に培い, 応用でき

ることが示された｡

一連の実践の後, 2010年12月24日に, 附属小学校の指導教員・神門洋子教諭と筆者らで, 事

後検討会を行なった｡ 神門教諭には, ｢学校教育実践研究｣ の実施にあたって, 年度当初の計

画立案の段階より, 継続して指導助言を仰いできた｡ 神門教諭からは, まとめと今後の課題と

して, 次の５つの点について指摘があった｡

１. マウスピース, ホースラッパといった児童が素直に興味を示す教材を用いて, ｢金管楽器

の音が出るひみつ｣ を種明かしするというアイディアで, 効果的に児童を惹き付けることが

できた｡

２. １時間目に児童が実際にマウスピースを吹き, バズィングを体験したことが土台となって,

２時間目はより主体的に鑑賞に取り組むことができた｡ マウスピースによる ｢音の出る仕組

み｣ を理解した上で, 音色の特徴やよさを味わう活動につなげたことは高く評価できる｡

３. マウスピースを使ったバズィングの体験では, ペア学習を効果的に取り入れ, 身近な友達

に教え合ったり, 成果を確かめ合ったりしながら, 児童が自ら前向きに学習を進めることが

できた｡

４. 前時の学習内容やふりかえりシートの記述等を掲示物にまとめて, 学びの成果を共通理解

として確かめ合うことができるよう工夫していた｡ 授業を重ねるにつれて, 児童の鑑賞への

期待が高まってきていることが感じられた｡
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５. 毎時の ｢めあて｣ を, 授業の展開のなかで常に意識しておく必要がある｡ 特に, 授業の終

わりにおける ｢めあて｣ の振り返りが, やや弱いように感じた｡

以上, 神門洋子教諭からは, 本研究に対して建設的なご指摘をいただいた｡ これらの課題を

精査し, 今後の研究に生かしていきたい｡

付記

本稿は, 2011年３月13日 (日) に山口大学において開催された平成22年度日本音楽教育学会

中国・四国地区例会で口頭発表した内容の一部を再構成し, 発展させたものである｡ なお, こ

の口頭発表に際しては, ｢島根大学大学院学生に対する学会発表等に関する奨学金｣ の補助を

受けた｡
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